
妊娠線（肉割れ） 

 

妊娠線（肉割れ）とは、妊娠や急激な体重増加による皮膚の過進展により引き起こされる結合組織（コラーゲン）

の断裂と瘢痕化です。 以前は治療方法がなく、進行を遅らせる外用薬しかありませんでしたが、最近ではコラー

ゲンに熱エネルギーを加えて再生を促してある程度改善していくことが可能となっております。当院では

genesis(cutera社製long-pulsed YAG laser)またはenLIGHTenによるピコジェネシスフラクショナルレーザーの２～

４週間ごとの複数回照射をいたします。時間は１０分程度です。シミのレーザー治療後のように入浴制限や軟膏

塗布・テープ貼付は必要ありません。 


